
令和７年４月２４日（木）に開催した，「防衛省による日本製鉄(株)瀬戸内

製鉄所呉地区跡地への多機能な複合防衛拠点の整備に係る住民説明会」の資料

及び議事概要（質疑応答）について，呉市ホームページに公表しましたので，

お知らせします。 
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日時 令和７年４月２４日（木） 

    １９：００～２０：３０（受付開始 １８：３０～） 

 

会場 警固屋まちづくりセンター ２階ホール （約２４０席） 

   （呉市警固屋２丁目２２２番地）   

      
 

主催 呉 市 

 
 
 
 
 

注意事項 

 ○呉市民ではない方の参加はできません。 

  ○先着順の入場となります。 

○満席になりますと，ご入場いただけない場合があります。 

 ○拡声器，のぼり旗，プラカードの使用等，他の参加者に迷惑となる行為及び物品の持ち込み

は禁止します。 

 ○会場内での写真撮影，録音及び録画は禁止とさせていただきます。 

 ○報道機関によるカメラ撮影等が入る可能性がありますので，ご了承ください。 

防衛省による多機能な複合防衛拠点の 

整備に係る住民説明会 



呉地区における多機能な
複合防衛拠点の整備について

令和７年３月
防衛省
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○ 現在、防衛省は、防衛力整備計画等に基づき、防衛力の抜本的強化を図っています。
○ 防衛力の抜本的強化のためには、装備品の維持整備・製造、訓練、補給等を一体的に機能させ、
部隊運用の持続性を高める必要があります。

○ このため、多機能な複合防衛拠点を整備することで、その実現を図っていくこととしているものです。
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１．目的

○ 呉地区には海自呉地方総監部などの主要部隊や多数の艦艇が所在しており、近傍の海田町には陸自第
１３旅団の主力部隊も所在しています。

○ また、米軍佐世保基地や岩国基地にも近く、太平洋や日本海、南西方面へのアクセスが良好である
など、地理的に重要な位置にあります。

○ このため、今後、呉地区の重要性は増していくと考えており、必要な機能を呉地区に整備することと
したものです。

２．呉地区の地理的位置付け

○ 防衛省としては、「多機能な複合防衛拠点」において、以下の３つの機能を整備していきます。

① 装備品などの維持整備・製造基盤（民間の誘致を含む）
② 防災拠点（ヘリポートや物資の集積場など）及び部隊の活動基盤（艦艇の配備、訓練場など）
③ 岸壁などを活用した港湾機能

３．複合防衛拠点における３つの機能
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○ 令和６年３月には、防衛省は、広島県、呉市、日本製鉄（株）との第１回協議の場で、呉地区におい
て「多機能な複合防衛拠点」を新たに整備していく考えの下、日本製鉄（株）瀬戸内製鉄所呉地区跡
地の早期の一括購入に向け交渉を進めていく旨などを説明し対外的に公表しました。

○ 令和６年７月には、呉市長及び市議会議長からのご要請があり、地元における産業誘致等への期待が
高いことを強く認識するとともに、長年にわたり海上自衛隊を温かく受け入れていただいている、い
わば「共存共栄」の歴史について改めて学ぶ機会にもなりました。

○ 令和６年９月には、防衛省、広島県、呉市、日本製鉄（株）の間において、呉地区における多機能な
複合防衛拠点の整備に係る第２回協議を開催しました。これは、令和６年３月の協議において概算要
求前後に中間報告する旨をお示ししていたものであり、ゾーニングに関する中間報告や令和７年度概
算要求に関する説明を行いました。

○ 引き続き、日本製鉄（株）との間で、同社瀬戸内製鉄所呉地区跡地の一括購入に向けた交渉を進めて
います。

４．これまでの経緯

○ 「多機能な複合防衛拠点」を新たに整備する上で、３つの機能を同一の地域に一体的に整備するため、
基本検討に先立ち、今回はゾーニングが必要と判断したものです。

○ 具体的には、地下埋設物や土壌汚染の状況が不明なため、その状況や対応策を確認・検討しつつ、効
率的、経済的な施設整備を行う観点から、どこにどのような機能を配置し、具体的な施設整備をする
のかといったことを大まかに決めていくため、ゾーニングを行うこととしたものです。

○ 今後、ゾーニングを基に、具体的な施設の配置や規模などを決めるための基本検討を行うことになり
ます。

○ このため、ゾーニングに示された各エリアの具体的な面積については、現時点で決まっているもので
はなく、今後、基本検討が進む中で確定していくことになります。

５．ゾーニングの位置づけ
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①
民間企業誘致

⑫
岸
壁 入口

入口

⑦
将来構想

③
庁舎等

②
無人機製造整備

⑧
補給整備

④
物資集積・保管

⑨
火薬庫

④
物資集積・保管

⑪
防災拠点

※ 本資料は、現時点でのイメージであり、今後の検討状況により変更がありうる。

⑥
運動場

⑩
情報通信

⑤
燃料
タンク

６．今回お示しするゾーニングについて
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１．装備品などの維持整備・製造基盤（民間の誘致を含む）

①民間企業誘致

防衛生産・技術基盤を担う企業を誘致
防衛装備庁研究関連施設を整備
（誘致企業など民間での活用を視野、スタートアップを含めた先進的な研究の実
施を検討）

②無人機製造整備 無人機の製造・整備施設

２．防災拠点（ヘリポートや物資の集積場など）及び部隊の活動基盤（艦艇の配備、訓練場など）

③庁舎等 隊員の勤務する庁舎、営内者の隊舎、厚生施設、グラウンド

④物資集積・保管 岸壁を使用した荷下ろし、艦船用部品などの保管

⑤燃料タンク 艦船等に使用する燃料のタンク

⑥運動場 屋外運動施設、体育館

⑦将来構想 将来活用を検討するエリア

⑧補給整備 艦船に搭載する装備品の維持・整備施設

⑨火薬庫 地上覆土式火薬庫、火薬庫の周囲には土堤を設置し、更にフェンスで囲う
保安距離は敷地内に収まる

⑩情報通信 衛星通信を含む先端的な情報通信施設及び関連部署の庁舎

⑪防災拠点 災害救援物資の保管、物資集積場、ヘリポート

３．岸壁などを活用した港湾機能

⑫岸壁 将来的な利用拡大も視野に入れた、大型の艦船も接岸可能な岸壁
※ 本資料は、現時点でのイメージであり、今後の検討状況により変更がありうる。

６．今回お示しするゾーニングについて（主な施設、用途）
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○ 防衛生産・技術基盤を担う企業の誘致を検討しており、また、誘致企業等の民間活用を視野に、ス
タートアップを含めた先進的な研究を行うため、防衛装備庁研究関連施設の整備も検討しています。

○ 面積については、現時点における誘致企業との調整状況を踏まえ、概ね２０ｈａ程度を確保する方針
です。

○ 現在、地元企業を含む様々な企業と意見交換をし、製造等を行う対象装備品の選定を行っているとこ
ろであり、誘致する時期や企業数は決まっていません。

７．民間企業誘致のエリアについて

○ 火薬庫については、防衛力整備計画に基づき全国で火薬庫を新たに整備したり増設したりする必要が
ある中、多機能な複合防衛拠点における火薬庫の整備の必要性についても検討してきました。この結
果、「部隊の活動基盤」の一つとして火薬庫の整備が必要であるとの判断に至りました。

○ 他方、既存の大麗女弾薬庫を最大限活用すべく、大麗女島における火薬庫整備の可否を調査検討して
いたところ、同島に新たな火薬庫と桟橋等を整備することにより、多機能な複合防衛拠点における火
薬庫の整備面積は必要最小限に抑えました。

○ また、火薬庫の整備予定エリアは、埋立前の護岸が地中を横断する形で残置されており、深度のある
基礎を必要とする建物や地下構造物の設置ができないため、これらを必要としない火薬庫以外の施設
整備は困難な状況です。

○ 火薬庫の建屋は数棟程度であり、保安距離は全て敷地内に収まるよう配置します。

８．火薬庫について

○ 部隊で勤務する隊員に加えて、近隣住民の方々や敷地内の民間企業の従業員も使用できる運動場を整
備します。また、災害時においてはヘリポートとしても使用可能であり、防災拠点の一部としても活
用することを検討しています。

○ ソフトボールなどが可能な屋外運動施設のほか、体育館の整備を検討していますが、具体的な整備内
容は今後の基本検討において決定します。

９．運動場について
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防衛大臣 木原 稔 様 

 

 

防衛省による多機能な複合防衛拠点の 

整備検討に当たっての要望 

 

 貴省から提案のあった日本製鉄(株)瀬戸内製鉄所呉地区跡地を含

む呉地区における「多機能な複合防衛拠点」の整備は，装備品の維

持整備・製造，訓練，補給等を一体的に機能させ，部隊運用の持続

性を高めることで，防衛力の抜本的強化に資するものとの御説明が

ありました。 

 本市としては，「多機能な複合防衛拠点」の整備という提案は重要

な選択肢と考えています。その整備についての検討に当たっては，

呉市民の安全・安心の確保をするとともに，本市の地域経済の発展

に御配慮いただきたく，次の事項について要望します。 

 なお，市議会や市民への説明については，本市とも御相談いただ

きながら，できるだけ丁寧に御対応いただきますようお願いします。 

 

 

 

令和６年７月３日       

 

呉  市  長 新原 芳明     

 

 

 

呉市議会議長 中田 光政     
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１ 産業機能 

装備品などの維持整備・製造基盤の機能については，呉市への経済波及効

果や雇用創出効果が高い産業及び呉市の多くの中小企業に好影響が及ぶよう

な裾野の広い産業について誘致及び整備をすること。 

また，新たな施設整備等の発注に当たっては，地元企業を優先して採用す

ること。 

 

２ 安全と環境への配慮 

火薬庫を主たる目的とする施設としないこと。 

また，施設の整備及び運用に当たっては，法令を遵守し，事故が発生しな

いよう，安全管理を徹底するとともに，騒音や道路環境の変化などにより地

域住民の生活に支障が生じないよう考慮すること。 

 

３ 防災機能 

災害時に様々な活動を展開することができる広域防災機能を整備するこ

と。 

 

４ 自衛隊員等の増加 

自衛隊員及び民間企業で勤務する人員の増加により，雇用拡大につながる

施設とすること。 

 

５ 市民利用 

スポーツ施設など，自衛隊員だけでなく市民が利用できる地域に開かれた

施設として整備すること。 

 

６ 研究機関の設置 

地域産業の発展や人材育成などにもつながる，高度な最先端技術の研究開

発拠点を整備すること。 

 

７ 海上自衛隊呉教育隊の移転 

海上自衛隊呉教育隊の日本製鉄(株)瀬戸内製鉄所呉地区跡地等への移転に

より，現呉教育隊敷地が呉市のまちづくりに貢献できるよう検討すること。 
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防地西（事）第１６５号 

令和７年３月３１日  

 

呉 市 長 新原 芳明 殿 

 呉市議会議長 中田 光政 殿 

 

防衛事務次官 

増田 和夫 

（公印省略） 

 

 

防衛省による多機能な複合防衛拠点の整備検討に当たっての要望について（回答） 

 

 

日頃から、防衛施設行政に御理解と御協力いただき感謝申し上げます。 

さて、去る令和６年７月３日、呉市長及び呉市議会議長から、防衛大臣宛てに御要望い

ただきました標記要望の７項目について、別紙のとおり回答します。 

つきましては、防衛省による多機能な複合防衛拠点の整備について、呉市及び呉市議会

の御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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別紙 

 

１ 産業機能 

ゾーニングにおいては、民間企業誘致のエリアを確保し、防衛生産・技術基盤を担う

企業を誘致するとともに、防衛装備庁研究関連施設を整備し、誘致企業など民間での活

用を視野に、スタートアップを含めた先進的な研究の実施を検討していく考えです。 

これらが実現した場合には、新規雇用の創出や企業誘致による新たな地元企業との

取引が生まれるなど、地元経済にも貢献できるものと考えています。 

また、防衛省が発注する建設工事については、工事種別の分離又は工事範囲を分割す

るなど、競争性を確保した上で、適切な発注規模を設定し、地元企業の受注機会の確保

に努めており、新たな施設整備等の発注等に当たっても、引き続き努力してまいりま

す。 

 

２ 安全と環境への配慮 

 防衛力整備計画に基づき全国で火薬庫を整備等する必要がある中、ゾーニングの検

討過程において、多機能な複合防衛拠点における火薬庫の整備の必要性についても検

討した結果、「部隊の活動基盤」の機能の一つとして必要であるとの判断に至りました。 

複合防衛拠点に整備する火薬庫の規模については、既存の大麗女弾薬庫を最大限活

用すべく、大麗女島における火薬庫整備の可否を調査検討していたところ、同島に新た

な火薬庫と桟橋等を整備することにより、火薬庫の整備面積は必要最小限に抑え、建屋

の数も数棟程度となる見込みです。また保安距離は全て敷地内に収まるように配置す

ることとしています。 

なお、これまで御説明してきたとおり、多機能な複合防衛拠点においては、火薬庫は

主たる目的となる施設ではございません。 

 また、施設の整備及び運用に当たっては、関係法令に基づき、地元の皆様の生活に与

える影響に十分留意しつつ、安全確保に万全を期していく考えです。 

 

３ 防災機能 

ゾーニングにおいては、防災拠点エリアを確保し、災害救援物資の保管や物資の集積

場、ヘリコプターが離発着するヘリポートの整備を検討し、広域的な防災にも寄与でき

るようにしていく考えです。 

 

４ 自衛隊員等の増加 

ゾーニングにおいては、庁舎等のエリアを確保し、自衛隊員が勤務する庁舎や営内

者の生活の場となる隊舎などを整備することから、当該地区への新たな自衛隊員の配

置が見込まれます。 

また、民間企業誘致エリアを確保し、実際に民間企業を誘致することにより、その

雇用の面でも貢献できるものと考えています。 

なお、将来的な岸壁等の利用拡大の可能性を踏まえれば、自衛隊員等の増加も見込

まれるところです。 
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５ 市民利用 

 ゾーニングにおいては、自衛隊員向けの運動場エリアを確保し、ソフトボールなどが

可能な屋外運動施設のほか、体育館を整備することとしています。また、これらについ

ては、市民の皆様にも活用していただけるようにしていく考えです。 

 

６ 研究機関の設置 

ゾーニングにおいては、民間企業誘致のエリアに防衛装備庁研究関連施設を整備し、

誘致企業など民間での活用を視野に、スタートアップを含めた先進的な研究の実施を

検討していく考えです。 

 

７ 海上自衛隊呉教育隊の移転 

 ゾーニングにおいては、防災拠点、民間企業の誘致や市民の皆様にも開放された運動

場の整備を含む多機能な複合防衛拠点の整備を目指して作業を行ってまいりました。 

他方、海上自衛隊呉教育隊の敷地は約１０ha にも及び、これを日鉄跡地に移すこと

により複合防衛拠点の整備に影響が生じることに加え、現在よりも利便性が損なわれ、

新隊員の募集にも影響が生じると考えています。 

いずれにせよ、引き続き、地元の御意見には耳を傾けてまいります。 

 

以 上 
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防衛省による多機能な複合防衛拠点の 
整備に係る住民説明会 

議 事 概 要 （質 疑 応 答） 
 

令和７年３月３１日に，防衛省からゾーニング最終案が示されたことから，

呉市主催で多機能な複合防衛拠点の整備に係る住民説明会を開催し，防衛省

担当者による説明及び住民からの質疑・応答を行いました。 
 

 

(1) 日時  令和７年４月２４日（木） １９時～２０時４０分 

(2) 会場  警固屋まちづくりセンター ２階ホール 

(3) 対象  警固屋・宮原地区の住民及び呉市民 

(4) 参加者 ２０５人 

（内訳：警固屋・宮原地区の住民 １１５人，前記以外の地区の呉市民 ９０人） 

(5) 質問者２５人の主な質問，意見等 

地区 番号 質問・意見等 回答  

警
固
屋
・
宮
原
地
区 

１ ・このような複合防衛拠点という

施設は，呉以外にあるのか。 

・自衛隊呉病院があるが，隊員だ

けではなく，市民の救急の受入を

お願いしたい。 

（防衛省） 

・今のところ，このような防衛施設

はない。 

・地域の医師会との関係もあるの

で，持ち帰り，担当部局に伝える。 

２ ・この話が進むことにより，地域

の活性化，経済的な波及効果によ

り，市の発展につながると思う。 

・ソフトボール場，運動場，体育

館などの地域住民が利用できる施

設及び防災拠点の整備を優先して

ほしい。 

（防衛省） 

・現在，解体工事が進められている

が，相当程度時間を要すると日鉄か

ら聞いている。 

・引き続き日鉄と協議をしながら，

また地元の意見も踏まえながら，調

整をしていく。 

３ ・ヘリコプター等の騒音問題を何

とかしてほしい。ヘリポートは作

ってほしくない。 

 

（防衛省） 

・防災拠点のエリアにヘリポートを

整備する計画であるが，ヘリコプタ

ーを常駐配備するものではない。地

域の防災などの災害派遣の際の使

用を考えており，その際は，海上か

らの進入を考えている。 

・騒音については，迷惑がかからな
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地区 番号 質問・意見等 回答 

いようしっかり検討する。 

４ ・このゾーニングを見て，大喜び

である。ここは自衛隊員がいない

と潰れるまちである。定年退職し

た自衛隊員が，まちのために貢献

してくれている。 

・自衛隊員の住居について，官舎

だけでなく一般の住居にも住んで

もらい，まちを活性化してもらい

たい。 

・日新の撤退以降，渋滞がなくな

った。今後，この拠点が整備され

ると，また大渋滞が発生してはい

けないので，交通渋滞は考慮して

もらいたい。 

（防衛省） 

・庁舎のエリアに隊員のための隊舎

を設置する予定であるが，民間の借

り上げ等が必要であれば，呉市とも

相談していく。 

・渋滞が生じることがないよう，呉

市と相談しながら検討していく。 

５ ・これはもう決定事項なのか。 （呉市） 

・現時点で決めているわけではな

い。ご意見を伺いながら，今後もし

っかり検討し，判断してまいりた

い。 

６ ・多機能な複合防衛拠点の整備の

完了時期はいつ頃なのか。 

・どのくらい費用がかかるのか，

また，その費用の出所はどこなの

か。 

（防衛省） 

・現時点でまだ解体工事が進められ

ており，いつ完成するかは見積もる

ことが困難である。 

・費用についても，現時点ではまだ

見込めない。 

・予算の出所は防衛関係費である。 

７ ・既存の施設を取り壊し，新たに

建設する場合に，海風が来ないよ

うな，風の流れを考えてほしい。 

・広大な土地であり，雷が火薬庫

に落ちたら大変だ。避雷針を整備

し，安全性を確保してほしい。 

（防衛省） 

・今年度，建物の基本検討作業を行

うので，このような意見も踏まえ，

検討させていただく。 

・火薬庫等には，落雷を防止するた

めの避雷針設置や作業員の静電気

防止の措置を講じるなど，安全に配

慮する。 

８ ・民間企業や運動場の横に無人機

製造整備を作るとなっているが，

セキュリティをどのように考えて

おられるのか。 

・吉浦や切串にも燃料タンクや火

薬庫があるが，これらの量を減ら

（防衛省） 

・防衛施設の中なので，一定程度の

区画が必要になると考えているが，

今後，検討していく。 

・既存の施設は現状のまま，引き続

き使用したいと考えている。 
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地区 番号 質問・意見等 回答 

して火薬庫を整備するのか。 

９ ・この施設ができることにより，

隊員や雇用が増え，どのくらいの

方が呉に移ってくるのか。 

（防衛省） 

・どういった部隊を置くかも含め，

現時点で具体的な数字について言

及できる段階ではない。 

10 ・呉に多機能な複合防衛拠点を整

備すると，我々呉市民が危険にな

る代わりに，呉市民にとってのメ

リットは何なのか。沖縄ばかりで

はなく，呉市はこれを分担し，受

け持とうということであれば，何

か恩恵があるのか。 

（呉市） 

・住民の安全と経済的なメリット

は，両立させて，実現させていかな

くてはいけない。 

（防衛省） 

・防衛施設周辺の生活環境の整備等

に関する法律に基づく施策があり，

現在も呉市とは，様々な防衛施設に

よる障害やその緩和のため，いろい

ろな施策に取り組んでいる。今後も

呉市と相談していく。 

11 ・火薬庫の整備について，地区の

住民はすごく心配している。事故

が起きた際の連絡体制を整えてほ

しい。 

 

（防衛省） 

・自衛隊の管理する火薬庫で，これ

まで爆発事故が起きたことはない

が，地域の方に速やかに連絡が届く

体制は重要なので，呉市と相談して

いく。 

12 ・情報通信施設について，今まで

は研究所だったので静かだった

が，車両や人の出入りについて，

分かる範囲で教えてほしい。 

（防衛省） 

・どのような体制でこの通信局舎を

運営するかは今後検討していくが，

住宅街の中を通る場所なので，しっ

かり検討していく。 

13 ・この部隊は，陸・海・空のどこ

がメインになるのか。 

・実動部隊ではないのか。 

（防衛省） 

・海上自衛隊の使用というのは想定

されるが，多機能な複合防衛拠点と

いうことと，防衛装備庁の研究機関

も入るため，これからの検討の中で

今後決まっていくこととになる。 

・防衛省，自衛隊に与えられている

任務は，国の防衛であり，何をもっ

て実働部隊というかは難しいが，例

えば災害派遣や海外でのＰＫＯ活

動などの任務が下りれば，当然なが

らその任務に当たることになる。 

14 ・潜水艦の修理は，わざわざ神戸

まで行っているので，潜水艦の修

（防衛省） 

・潜水艦を整備する会社の誘致かと
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地区 番号 質問・意見等 回答 

理工場を誘致してほしい。そうす

れば雇用も増えるし，自衛隊員の

家族への負担も変わってくる。 

思うが，持ち帰り，内部で報告する。 

15 ・敷地内に官舎が建つと，その中

での活動になる。敷地外の活動が

ないと，活気がなくなるので，で

きれば，借り上げ社宅等があれば

いい。 

・一番うれしいのは，呉市が活性

化することである。民間住宅にも

隊員に住んでもらいたい。 

（防衛省） 

・敷地内に隊員の居住する隊舎を整

備する予定はあるが，敷地外の宿舎

整備については今後検討していく。 

16 ・火薬庫を作るにあたり，まずは

土壌汚染をクリアし，その途中経

過を如実に説明してほしい。 

（防衛省） 

・土壌汚染対策は，土地の所有者で

ある日鉄において，関係法令に基づ

き適切に対応されていると認識し

ている。 

 

前
記
以
外
の
地
区 

17 ・呉市職員として，海を見た時に，

防衛省の景色が見えるのか，それ

とも素敵な景色が見えるのか。 

（呉市） 

・瀬戸内海は多島美であり，景観に

優れており，呉市は観光にも力を入

れて取り組んでいる。なお，自衛隊

創設以来，呉市は自衛隊とともに歩

んできた歴史があり，アレイからす

こじまは，観光スポットの一つにな

っている。海の景色と自衛隊施設は

対立するものではないと考える。 

18 ・呉が有事になった場合，呉市民

はどこへ避難することになるの

か。 

 

（防衛省） 

・国民保護措置として，警察，消防，

海上保安庁などの関係機関と連携

し，人命救助，住民避難の支援等の

措置を実施する。 

19 ・こうした施設ができることによ

り，危機感があるが，それを抑え

るような説明や施策をしてもらい

たい。 

（防衛省） 

・我が国に対する武力攻撃が発生し

ないように，抑止力を高めていく。 

20 ・これだけの規模のものができる

となると，交通やいろいろなこと

で関連性がある。防衛省だけの予

算ではなく，経済産業省など他の

ところの予算も含め，周辺道路の

開発や無人機の開発誘致など，他

の事業も巻き込んだ複合的な大き

（呉市） 

・渋滞の懸念があることは，十分承

知している。渋滞緩和については，

国，県とも相談し，検討していく。 
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地区 番号 質問・意見等 回答 

なものを整備する計画はないの

か。 

21 ・防災拠点というが，南海トラフ

を考えると，このような低地の軟

弱な地盤に作ってどうするのか。

装備品とあるが，どういう兵器を

作るのか。何を保管し，どこに何

を運ぶのか，この施設の役割を教

えてほしい。 

（防衛省） 

・民間企業誘致のところは，防衛産

業の方と相談をしているところで

あるが，相手方との関係もあり，具

体的な内容はお答えできない。 

22 ・平成３０年の豪雨災害時は，呉

市には自衛隊があったから，本当

に市民は助かった。 

・現在，解体工事が進んでいるが，

この解体を待っていては，７～８

年という期間が掛かる。解体が進

んだところから少しずつ整備を始

めて，少しでも早く複合防衛拠点

ができればいい。 

（防衛省） 

・現在，解体工事が進められている

が，民間誘致エリアは先行して活用

できるよう，日鉄とも調整をしてい

きたい。運動場についても，日鉄と

しっかり協議をしていく。 

23 ・防衛省が正式に跡地を購入する

ことをまだ決定していないと認識

している。正式に跡地購入が決定

してから，ゾーニングを示すべき

と考える。 

（防衛省） 

・日鉄との間で，早期に一括での売

買を前提に協議を続けている状況

であり，現時点で購入すると決まっ

ているわけではない。 

24 ・質問ではないが，この跡地は日

鉄の土地であり，呉市のものでは

なく，企業を誘致するため，呉市

も日鉄も努力されたと思うが，成

就しなかった。そして国が一括で

購入するという話になり，このゾ

ーニングができたと思う。 

・災害が起こった際，自衛隊員は

我が命を顧みず，一番先に救助活

動をする。畏敬の念を持って自衛

隊には接していきたい。 

※意見のため回答なし 

25 ・火薬庫について，何に使うため

にここに必要なのか。火薬庫と聞

くと怖いと感じる。できれば作っ

てほしくない。 

（防衛省） 

・自衛隊の活動基盤の一つとして，

各駐屯地や飛行場に火薬庫はある。

その上で，今回の複合防衛拠点にお

いても，部隊の活動拠点として火薬

庫は必要である。 
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